
 

 

令和６年度 教科研修会Ⅰに向けた授業の構想 
理科 

１ 理科の研究テーマ 

観察・実験の結果を分析して解釈する力を高める学習の在り方 

 

２ 理科として育成を目指す資質・能力の受け止め（研究テーマに示す力が高まっている生徒の具体の姿） 

・状態変化における物質の変化のようすを粒子モデルで捉え、濃度の観点から蒸留に

おける混合液の状態の予想し、実験結果を基に予想の粒子モデルを修正する姿（１

学年、化学領域） 

・化学変化による質量変化を化学式から予想し、質量変化の規則性とその要因につい

て原子・分子のモデルを用いて表現する姿（２学年、化学領域） 

・これまでの化学変化に関する学習の過程を踏まえて、金属と電解質の水溶液の化学

変化をイオンのモデルと電子の移動から予想し、得られた結果を根拠に化学変化に

おける粒子の動きや規則性を説明する姿（３学年、化学領域）                         

 

３ 単元名・学年 「化学変化と電池」・３年 

 

４ 単元の概要（全 12時間扱い 本時は第５時） 

単元の学習問題 

電池はどのような仕組みで電流を生み出しているのだろうか。 

単元展開 

時間 学習活動 

第１時 

◆11円電池を作成し、電流が生じる仕組みについて予想する 

【単元の学習問題】 

電池はどのような仕組みで電流を生み出しているのだろうか。 

第２時 

～ 

第３時 

◆電池の水溶液と電極（金属）に必要な条件を見いだす 

【学習問題】どのような水溶液や電極を使えば電池になるのだろうか。 

【学習課題①】電解質の有無に着目して、電圧や電流が生じる条件を調

べよう。 

【学習課題②】電極に用いる金属の組み合わせに着目して、電圧や電流

が生じる条件を調べよう。 

第４時 

～ 

第５時 

（本時） 

◆塩酸中の金属から水素が発生するしくみをイオンのモデルで考察する 

◆金属の陽イオンへのなりやすさの規則性を見いだす 

【学習問題】金属の陽イオンへのなりやすさには、どのようなきまりが

あるのだろうか。 

【学習課題】金属の陽イオンを含む水溶液に別の金属を入れて、金属の

表面の変化を比較しよう。 

第６時 

～ 

第９時 

◆ボルタ電池の電流を生み出す仕組みをイオンのモデルで説明する 

【学習問題】ボルタの電池は、どのような仕組みで電子の流れを生み出

しているのだろうか。 

【学習課題】－極と、＋極での電子の受け渡しに着目して、電子の流れ

をイオンのモデルで考察しよう。 

◆ダニエル電池の電流を生み出す仕組みをイオンのモデルで説明する 

第 10 時 

～ 

第 12 時 

◆身の回りにある電池と、その使用目的について調べる 

◆単元で学んだことを活用して、家庭にあるものを持ち寄り、自作の電

池をつくり、自作した電池の仕組みをイオンのモデルで説明する 



 

 

理 科 学 習 指 導 案 

令和６年５月 15 日（水）５校時 第１理科室 授業学級 ３年Ａ組（41 名） 

 授 業 者 齋藤 有人 
１ 単元名 「化学変化と電池」 
２ 主眼                   ※【 】内は、中学校学習指導要領との関連を指している 

金属の陽イオンへのなりやすさにどのようなきまりがあるのか考える場面で、金属の金属の陽イオ
ンを含む水溶液に別の金属を入れて、金属の表面の変化を比較する活動を通して、実験結果を根拠に
マグネシウム＞亜鉛＞銅の順に陽イオンになりやすいことを見いだすことができる。 

【１分野（６）イ】 
３ 単元の学習問題：電池はどのような仕組みで電流を生み出しているのだろうか。 
４ 本時の位置（全 10 時間中 第６時） 
前時：金属を塩酸に入れた時、水素イオンが金属から電子を受け取り、水素になることを理解した。 
次時：ボルタ電池の電流を生み出す仕組みをイオンのモデルで説明する。 

５ 展開  
段階 活動 予想される生徒の反応 教師の指導・助言 評価 時間 

導 
 

入 

１  学習
問 題 を
設 定 す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
２  予想
を 基 に
見 通 し
を 確 認
し、学習
課 題 を
据える。 

ア 薬さじが溶けて、薬さじの表面に銅がつ
いていた。鉄の電子が銅イオンに移動し
て、鉄はとけてイオンになり、銅イオンは
銅に変化したのだな。 

イ 電池に使用した金属では、＋極に比べて
－極になりやすい金属が気体を出しなが
らとけていた。だから、金属によって陽イ
オンへのなりやすさに違いがありそうだ。 

 
 
 
ウ 塩酸への溶けやすさから考えると、マグ
ネシウムが最も陽イオンになりやすく、銅
がなりにくいのではないか。 

エ 今見た実験のように、元々金属の陽イオ
ンが溶けている水溶液に、異なる金属を入
れて金属の溶け方や表面の様子を比べれ
ば分かりそうだ。 

 
 

・塩化銅水溶液に入れた薬さじ
（鉄）が溶け、銅が発生する様
子を演示し、イオンのモデルで
鉄が銅よりも陽イオンになり
やすいことを確認する。 

・これまで電池に使用してきた金
属ならどうなりそうか問い、学
習問題を設定する。 

 
 
 
・予想を確認し、どのように実験
をすれば確かめることができ
そうか問う。 

・確かめ方の見通しが立ちにくい
ときは、演示の方法を参考にす
るように促し、エのような発言
を基に、学習課題を据える。 

 

５ 
分 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
10 
分  

展 
 

開 

３  実験
を行い、
結 果 を
表 に ま
とめる。 

 
 
４  実験
結 果 を
確認し、
考 察 を
共 有 す
る。 

オ Cu２+を含む水溶液に加えた金属から
は、赤色の物質が発生したが、 Mg２+を含
む水溶液に加えた金属の表面には何も出
てこなかった。 

カ Zn２+を含む水溶液ではマグネシウムの
表面だけが灰色になり、銅の表面には変化
がなかった。 

キ 亜鉛を Cu２+を含む水溶液に入れると溶
けて銅が発生したが、銅を Zn２+を含む水
溶液に入れても反応しなかったので、銅よ
り亜鉛の方が陽イオンになりやすい。 

ク 結果を比較すると、銅が最も出てきやす
く、マグネシウムが出てこなかった。また、
Zn２＋を含む水溶液にマグネシウムを入れ
たときに亜鉛が出たことから、陽イオンの
なりやすさには、マグネシウム、亜鉛、銅
という順番があると考えられる。 

・銅や亜鉛は特有の色で判別でき
ることや、変化の有無と気付い
たことを、それぞれ表に整理し
て共有することを確認する。 

・表面の色が観察しにくい場合
は、ピンセットで紙の上に取り
出して確認するように促す。 

・学習問題の結論について、一つ
の金属の組み合わせを例にど
のように結果を比較して導い
たのか問い、お互いに説明し合
うように促す。 

10 
分 
 
 
 
 
 

15 
分 
 

終 

末 

５  学習
を 振 り
返り、次
時 の 見
通 し を
もつ。 

ケ 電池に使う金属は、陽イオンへのなりや
すさが異なった。銅がいつも＋極になるの
にもこれが関係していると思う。  

コ 乾電池は－極から＋極へ電子が流れて
来るから、陽イオンになりやすい金属が水
溶液に溶けて電子が流れ出していくので
はないか。 

・陽イオンへのなりやすさのきま
りと電池のしくみには、どのよ
うな関係がありそうか問う。 

・単元の学習問題についてわかっ
てきたことや、新たな仮説につ
いて取り上げ、次時の学習につ
なげる。 

10 
分 

学習問題：金属の陽イオンへのなりやすさには、どのようなきまりがあるのだ
ろうか。 

学習課題：金属の陽イオンを含む水溶液に別の金属を入れて、金属の表面の変
化を比較しよう。 

実験結果を根拠に、マグネシウ
ム＞亜鉛＞銅の順に陽イオン
になりやすいことを見いだし
ている。（ノート） 


